
志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

︱
︱
明
治
四
十
一
年
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
︱
︱生

井

知

子

明
治
四
十
一
年

(一
九
〇
八
)
(数
え
二
十
六
歳
・
満
二
十
五
歳
)

7
・
1
(水
)

午
後
︑
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
健
康
を
害
し
て
少
し
窶
れ
て
い
る
︒
約
束
し
た
﹃
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
ソ
イ
ル
﹄
を
直
哉
は
ま
だ

読
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
︑
か
わ
り
に
龍
土
軒
で
三
円
の
夕
食
を
御
馳
走
す
る
事
に
な
り
︑
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
正
親
町
公
和
の
か
わ
り

に
里
見
弴
を
電
話
で
呼
ぶ
︒
そ
の
後
︑
皆
で
志
賀
家
に
帰
り
︑
春
の
旅
行
の
思
い
出
話
で
盛
り
上
が
る
︒
近
々
三
人
で
鹿
野
山
に
短
い
旅

を
し
よ
う
と
話
し
合
う
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

札
幌
か
ら
武
者
小
路
実
篤
が
︑
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
木
下
利
玄
も
直
哉
も
本
は
読
め
た
か
︑
正
親
町
公
和
か
ら
御
馳
走
に
な
れ
そ
う
だ

と
書
い
て
き
た
︑
今
日
は
直
哉
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
日
だ
と
思
う
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

柳
宗
悦
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
十
日
頃
か
ら
赤
城
に
行
く
か
ら
八
月
頃
来
な
い
か
︑
ワ
ッ
ツ
は
サ
イ
ズ
の
問
い
合
わ
せ
が
来
た
︑
三
日

午
後
二
時
頃
に
︑
二
︑
三
人
で
行
く
の
で
在
宅
し
て
欲
し
い
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

7
・
3
(金
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
︑
生
馬
・
サ
イ
ト
ウ
・
コ
ジ
マ
の
写
真
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
麻
布
八
月
二
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

7
・
4
(土
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

7
・
5
(日
)

箱
根
で
︑
直
哉
は
︑
世
界
を
旅
す
る
ペ
ル
シ
ャ
人
と
出
会
う
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
ペ
ル
シ
ヤ
人
﹄
一
)

四
五



7
・
7
(火
)

武
者
小
路
実
篤
に
︑
直
哉
は
ペ
ル
シ
ャ
人
と
出
会
っ
た
事
を
書
い
た
手
紙
を
出
す
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
ペ
ル
シ
ヤ
人
﹄
一
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
湖
畔
よ
り
の
絵
葉
書
を
昨
夜
受
け
取
っ
た
︑
明
日
午
後
︑
里
見
弴
と
来
て
は
ど
う
か
︑
な
ど
︒
(﹃
志

賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

7
・
8
(水
)

朝
︑
直
哉
は
︑
里
見
弴
と
共
に
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
宇
宙
無
限
の
話
な
ど
を
す
る
︒
午
後
︑
直
哉
は
﹁
ホ
ト
ト
ギ
ス
﹂
の
鈴
木
三
重
吉

﹃
烏
物
語
﹄
を
読
む
︒
四
時
頃
辞
去
︒
旅
行
の
話
は
ま
と
ま
ら
な
い
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

7
・
9
(木
)

柳
宗
悦
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
昨
夜
は
失
礼
︑
赤
城
へ
は
十
二
日
出
発
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

7
・
10
(金
)

札
幌
か
ら
武
者
小
路
実
篤
が
︑
直
哉
に
絵
葉
書
を
送
る
︒
直
哉
の
葉
書
︑
正
親
町
公
和
と
の
手
紙
を
昨
夕
受
け
取
っ
た
︑
十
二
日
夜
十
時

過
上
野
着
の
汽
車
で
帰
京
予
定
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

7
・
13
(月
)

午
前
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
す
る
が
︑
帰
宅
前
だ
っ
た
の
で
︑
上
野
停
車
場
に
行
っ
た
が
会
え
ず
︑
上
野
公
園
に
鶴
の
子
や
鷺

の
子
を
見
に
行
き
︑
偶
然
ペ
ル
シ
ャ
人
に
再
会
す
る
︒
博
物
館
や
浅
草
を
案
内
し
て
か
ら
自
宅
に
連
れ
て
き
て
︑
晩
は
箱
根
に
一
緒
に

行
っ
た
友
人
二
人
も
呼
ん
で
歌
舞
伎
座
に
行
く
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
ペ
ル
シ
ヤ
人
﹄
三
・
四
)

7
・
14
(火
)

午
前
︑
ペ
ル
シ
ャ
人
の
案
内
を
頼
ん
で
お
い
た
柳
谷
午
郎
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
前
九
時
過
ぎ
︑
武
者
小
路
実
篤
が
来
宅
︒
里
見
弴
も
居

合
せ
る
︒
ペ
ル
シ
ャ
人
が
来
宅
し
︑
英
語
で
会
話
︒
直
哉
が
以
前
遊
び
で
弾
い
て
い
た
バ
イ
オ
リ
ン
を
出
す
と
︑
ペ
ル
シ
ャ
人
は
そ
れ
を

弾
き
つ
つ
イ
ン
ド
の
歌
を
歌
う
︒
午
後
二
時
頃
︑
ペ
ル
シ
ャ
人
と
柳
谷
は
帰
る
︒
正
親
町
公
和
が
来
宅
︒
正
親
町
公
和
は
︑
昨
日
︑
父
・

正
親
町
実
正
と
議
論
し
︑
結
婚
に
つ
い
て
否
定
さ
れ
た
と
い
う
︒
十
時
過
ぎ
︑
直
哉
は
︑
正
親
町
公
和
︑
武
者
小
路
実
篤
と
自
宅
を
出
︑

武
者
小
路
実
篤
と
山
王
山
を
一
周
し
︑
死
や
美
に
つ
い
て
語
り
合
う
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
ペ

ル
シ
ヤ
人
﹄
五
)

奈
良
か
ら
細
川
護
立
が
︑
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
五
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

7
・
17
(金
)

直
哉
は
︑
里
見
弴
に
有
島
生
馬
か
ら
油
絵
が
届
い
た
か
ら
武
者
小
路
実
篤
の
家
に
行
く
よ
う
に
と
電
話
を
し
た
上
︑
午
前
十
時
過
ぎ
︑
武

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

四
六



者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
午
後
︑
皆
で
正
親
町
公
和
を
訪
問
︒
五
時
頃
か
ら
武
者
小
路
実
篤
と
油
絵
の
額
を
頼
み
に
八
幡
屋
に
行
く
が
高
価

な
の
で
他
を
探
す
事
に
す
る
︒
武
者
小
路
実
篤
は
腹
痛
の
た
め
帰
り
︑
直
哉
は
磯
谷
に
絵
を
預
け
る
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄

所
収
日
記
)
(M
41
・
7
・
19
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

7
・
19
(日
)

午
後
︑
直
哉
は
里
見
弴
を
訪
問
︒
武
者
小
路
実
篤
も
居
合
せ
る
︒
五
時
前
︑
日
吉
タ
カ
と
の
縁
談
の
件
で
高
島
平
三
郎
が
来
た
と
電
話
が

あ
り
︑
武
者
小
路
実
篤
は
帰
宅
︒
日
吉
家
か
ら
は
﹁
ま
だ
若
い
か
ら
﹂
と
い
う
理
由
で
断
ら
れ
た
と
い
う
︒
八
時
過
ぎ
︑
直
哉
は
︑
里
見

弴
・
園
池
公
致
と
共
に
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
正
親
町
公
和
も
居
合
せ
る
︒
十
一
時
過
ぎ
帰
宅
︒
こ
の
日
︑
武
者
小
路
実
篤
と
正
親
町

公
和
と
が
︑
毎
週
土
曜
日
に
︑
一
枚
以
上
の
物
を
書
い
て
回
覧
雑
誌
﹁
ぼ
や
﹂
を
出
す
事
を
二
人
で
決
め
た
︒
ぼ
や
〳
〵
し
て
い
た
事
か

ら
の
命
名
︒
会
は
ぼ
や
〳
〵
会
︒
直
哉
も
回
覧
雑
誌
に
賛
成
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
旧
稿
の
内
よ

り

(潔
の
日
記
)﹄)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
油
絵
が
届
い
た
︑
今
日
︑
米
津
政
賢
・
黒
木
三
次
の
家
へ
写
真
を
持
っ
て
行
っ
た
が
不
在
だ
っ
た
︑

な
ど
︒
(M
41
・
7
・
19
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

7
・
21
(火
)

午
後
七
時
近
く
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
十
一
時
過
ぎ
ま
で
居
る
︒
直
哉
は
山
王
山
の
下
ま
で
送
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼

の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

7
・
22
(水
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

武
者
小
路
実
篤
が
C
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
で
泣
き
︑
直
哉
に
直
哉
の
美
し
い
心
と
き
た
な
い
心
に
つ
い
て
の
書
簡
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路

実
篤
全
集
﹄)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

木
下
利
玄
が
︑
日
記
に
︑
ボ
ヤ
ボ
ヤ
会
を
作
り
一
週
に
一
回
必
ず
﹁
暴
矢
﹂
と
い
う
雑
誌
を
作
る
事
に
す
る
と
記
す
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

7
・
23
(木
)

ペ
ル
シ
ャ
人
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
晩
︑
武
者
小
路
実
篤
も
来
宅
︒
七
時
半
頃
ペ
ル
シ
ャ
人
を
宿
屋
に
案
内
す
る
︒
ペ
ル
シ
ャ
人
と
話
し
た

後
は
︑
直
哉
は
気
分
が
乱
さ
れ
る
︒
直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
に
ト
ー
マ
︑
ク
リ
ン
ゲ
ル
︑
マ
レ
ー
ス
︑
シ
ユ
ナ
イ
ダ
の
石
版
刷
り
を
見

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

四
七



せ
る
︒
十
時
頃
ま
で
話
す
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
ペ
ル
シ
ヤ
人
﹄
六
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
八
月
十
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

7
・
24
(金
)

朝
︑
ペ
ル
シ
ャ
人
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
気
分
が
乱
さ
れ
る
︒
午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︑
共
に
木
下
利
玄
を
訪
問
︒

翌
日
︑
直
哉
は
鎌
倉
に
行
く
予
定
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
ペ
ル
シ
ヤ
人
﹄
七
)

7
・
25
(土
)

志
賀
直
哉
・
武
者
小
路
実
篤
・
正
親
町
公
和
・
木
下
利
玄
に
よ
る
七
十
一
頁
の
回
覧
雑
誌
﹁
暴
矢
﹂
初
号
完
成
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の

青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
旧
稿
の
内
よ
り

(潔
の
日
記
)﹄)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑
鎌
倉
の
有
島
家
別
荘
に
園
池
公
致
・
菅
田
敏
光
・
正
親
町
実
慶
・
児
島
喜
久
雄
ら
と
自
炊
生
活
を
送
っ
て
い
た
里
見
弴
を
訪
ね
︑

二
︑
三
日
滞
在
す
る
︒
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
七
)

7
・
30
(木
)

午
後
︑
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
し
て
雑
談
︒
夕
方
︑
直
哉
は
木
下
利
玄
と
共
に
正
親
町
公
和
の
家
に
行
き
︑﹁
暴
矢
﹂
第
一
号
の
正

親
町
公
和
の
論
文
﹃
筆
の
人
﹄
を
評
す
る
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

7
・
31
(金
)

午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
三
時
近
く
一
緒
に
丸
善
へ
行
き
︑
ク
リ
ン
ゲ
ル
等
の
絵
の
あ
る
雑
誌
を
見
る
︒
(武
者
小
路
実
篤

﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

8
・
1
(土
)

赤
城
の
柳
宗
悦
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
葉
書
あ
り
が
と
う
︑
鎌
倉
に
行
っ
た
そ
う
だ
ね
︑
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
“W
isd
om

&

D
estin
y
”
(﹃
智
慧
と
運
命
﹄)
は
非
常
に
面
白
い
︑
赤
城
に
早
く
来
た
ま
え
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

8
・
2
(日
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
か
ら
モ
デ
ル
と
の
関
係
を
書
い
た
手
紙
を
受
け
取
り
︑
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
︒
(M
41
・
8
・
6
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

木
下
利
玄
は
﹁
暴
矢
﹂
第
二
号
の
た
め
に
﹃
藪
入
﹄
の
続
き
を
書
く
︒
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
夜
︑
木
下
利
玄
も
来
る
︒
三
人

で
正
親
町
公
和
を
訪
問
し
て
話
を
す
る
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

﹁
暴
矢
﹂
第
二
号
発
行
か
︒

8
・
4
(火
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
木
下
家
で
十
四
日
会
の
予
定
だ
が
︑
連
絡
も
な
く
誰
も
来
な
い
の
で
不
快
だ
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)
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哉
宛
書
簡
﹄)

8
・
5
(水
)

赤
城
の
柳
宗
悦
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
は
読
ん
だ
が
読
め
た
か
は
あ
や
し
い
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
(﹃
柳
宗

悦
全
集
﹄)

こ
の
頃
か
？

鎌
倉
で
ト
ル
ス
ト
イ
の
﹃
復
活
﹄
を
読
ん
だ
里
見
弴
は
︑
一
度
は
自
殺
を
考
え
た
︒
そ
の
後
︑
上
京
し
て
直
哉
に
女
中
・
八
重
と
の
関
係

を
告
白
し
よ
う
と
し
た
が
︑
武
者
小
路
実
篤
が
来
合
わ
せ
た
為
︑
果
せ
な
か
っ
た
︒
直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
は
雑
誌
の
発
行
の
計
画
を
し

て
い
た
︒
そ
の
後
︑
里
見
弴
は
︑
再
び
鎌
倉
に
赴
き
︑
児
島
喜
久
雄
・
正
親
町
実
慶
に
自
分
が
姦
淫
を
犯
し
て
い
る
事
を
具
体
的
な
事
実

を
隠
し
た
ま
ま
告
白
し
た
︒
園
池
公
致
は
し
き
り
に
内
村
鑑
三
の
本
を
読
ん
で
い
た
︒
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
七
)

8
・
6
(木
)

直
哉
は
里
見
弴
と
共
に
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
す
る
が
不
在
の
為
︑
正
親
町
公
和
を
訪
問
し
︑
そ
こ
で
武
者
小
路
実
篤
に
も
会
う
︒
木
下

利
玄
も
来
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
と
共
に
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
(M
41
・
8
・
6
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

8
・
8
(土
)

木
下
利
玄
が
︑﹁
暴
矢
﹂
第
三
号
の
原
稿
﹃
第
七
義
よ
り
見
た
る
川
開
き
﹄
と
短
詩
の
翻
訳
を
書
く
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

8
・
9
(日
)

直
哉
は
︑
午
前
七
時
二
十
五
分
の
汽
車
で
志
賀
英
子
・
直
三
を
つ
れ
日
光
に
赴
く
︒
東
照
宮
見
物
︒
一
昨
晩
の
暴
風
雨
で
大
谷
川
は
濁
流
︒

昨
日
は
男
の
子
が
流
さ
れ
た
と
聞
く
︒
英
子
が
発
熱
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
へ
の
便
り
で
あ
る
﹃
日
光
よ
り
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
40
)

﹁
暴
矢
﹂
第
三
号
発
行
︒
(未
定
稿
41
﹃
中
禅
寺
よ
り
︹
A
︺﹄)

8
・
10
(月
)

直
哉
は
華
厳
瀧
を
見
て
蔦
屋
へ
︒
志
賀
英
子
・
直
三
を
船
に
乗
せ
る
が
雨
が
降
る
︒
夜
︑
正
親
町
公
和
へ
の
便
り
で
あ
る
﹃
中
禅
寺
よ
り

︹
A
︺﹄
を
執
筆
︒﹁
暴
矢
﹂
は
昨
日
出
来
た
と
思
う
︑
木
下
利
玄
が
何
を
出
し
た
か
を
知
る
の
が
楽
し
み
︑
﹁
い
た
づ
ら
書
き
﹂
は
ま
た
二

人
だ
っ
た
ね
︑﹁
暴
矢
﹂
第
四
号
の
﹁
い
た
づ
ら
書
き
﹂
は
自
分
が
筆
頭
を
つ
け
る
つ
も
り
と
記
す
︒
(未
定
稿
41
)

8
・
11
(火
)

直
哉
は
︑
雨
の
降
る
中
︑
竜
頭
ヶ
滝
︑
戦
場
ヶ
原
︑
湯
滝
な
ど
に
行
き
︑
湯
本
の
松
本
に
泊
ま
る
︒
(未
定
稿
42
﹃
中
禅
寺
よ
り
︹
Ｂ
︺﹄)

千
葉
県
の
大
原
か
ら
木
下
利
玄
が
︑
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
︒
十
二
日
の
消
印
︒﹃
第
七
義
よ
り
見
た
る
川
開
き
﹄
と
い
う
の
を
出
し
た
︑

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

四
九



九
日
の
昼
に
こ
こ
に
来
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
12
(水
)

大
雨
︒
直
哉
は
︑
中
禅
寺
の
蔦
屋
に
戻
る
︒
夜
︑
木
下
利
玄
へ
の
便
り
で
あ
る
﹃
中
禅
寺
よ
り
︹
Ｂ
︺
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
42
)

8
・
13
(木
)

直
哉
は
帰
京
︒
(未
定
稿
41
﹃
中
禅
寺
よ
り
︹
A
︺﹄︑
42
﹃
中
禅
寺
よ
り
︹
B
︺﹄)

8
・
14
(金
)

直
哉
は
﹃
小
説

網
走
ま
で
﹄
を
執
筆
︒
(﹃
網
走
ま
で
﹄
草
稿
)

正
親
町
公
和
の
家
で
十
四
日
会
︒
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
正
親
町
公
和
の
レ
ク
チ
ュ
ア
を
聞
く
︒
(未
定
稿
41
﹃
中
禅
寺
よ
り
︹
A
︺﹄
︑
42

﹃
中
禅
寺
よ
り
︹
B
︺﹄)

8
・
15
(土
)

｢暴
矢
﹂
第
四
号
発
行
か
︒

直
哉
は
第
四
号
に
﹃
湯
本
よ
り
﹄
を
出
す
︒︽
景
色
の
伴
奏
と
し
て
最
よ
き
も
の
は
︑
音
楽
︒
音
楽
の
伴
奏
と
し
て
最
よ
き
も
の
は
︑
景

色
だ
︾
と
書
く
︒
(未
定
稿
62
﹃
偶
感

(第
三
)﹄)

8
・
17
(月
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
二
十
三
日
の
消
印
︑
麻
布
九
月
九
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
18
(火
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
十
五
日
の
晩
に
大
原
か
ら
戻
っ
た
︑
﹁
暴
矢
﹂
第
二
号
以
下
は
ま
だ
見
て
い
な
い
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直

哉
宛
書
簡
﹄)

木
下
利
玄
が
﹁
大
原
通
信
﹂
(暴
矢
原
稿
)
を
書
く
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

8
・
22
(土
)

｢暴
矢
﹂
第
五
号
発
行
か
︒

直
哉
は
﹁
暴
矢
﹂
第
五
号
に
は
何
も
書
け
そ
う
も
な
い
か
ら
︑
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
で
も
翻
訳
し
よ
う
と
思
っ
て

“T
h
e
P
ed
lar”
と
い
う
本

の
中
の
﹃
母
と
子
﹄
と
い
う
昨
春
面
白
い
と
思
っ
た
作
品
の
冒
頭
を
一
寸
見
直
し
た
︒
晩
餐
が
終
わ
っ
て
皆
が
話
を
し
て
い
る
内
に
一
人

が
語
り
出
し
た
と
い
う
形
式
で
︑
そ
れ
を
利
用
し
て
昨
春
考
え
た
﹃
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
﹄
を
書
こ
う
と
思
う
︒﹁
暴
矢
﹂
第
五
号
に
は
﹃
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
﹄
前
半
を
出
す
︒
門
吉
が
お
力
を
口
説
く
辺
り
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン

“V
ag
ab
on
d
”
(﹃
放
浪
生
活
﹄)
の
影
響
︒
最
初
か
ら
完

全
な
も
の
を
書
こ
う
と
し
た
﹃
富
次
の
妻
﹄
は
先
に
進
ま
な
い
の
で
︑
ど
ん
ど
ん
書
い
て
推
敲
す
る
方
が
良
い
と
思
う
︒
(
未
定
稿
67
﹃
今

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

五
〇



度
の
小
説
に
就
い
て
﹄)

8
・
25
(火
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹁
暴
矢
﹂
第
五
号
は
昨
日
正
親
町
公
和
の
家
で
見
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

こ
の
日
︑
直
哉
は
有
島
生
馬
へ
手
紙

(112
)
を
書
い
た
か
︒
新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
で
は
︑
明
治
四
十
二
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る

月
日
不
詳
の
後
半
欠
の
手
紙
だ
が
︑
武
者
小
路
実
篤
の
﹃
自
己
の
為
﹄
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
の
M
41
・
6
・
11
～
17
に

記
述
あ
り
)
と
い
う
論
文
へ
の
言
及
︑︽
若
さ
の
潮
を
利
用
せ
ず
に
老
ひ
た
人
の
後
悔
は
ど
う
だ
ら
う
︾
と
鼻
紙
に
書
い
た
と
あ
る
の
が
︑

﹁
手
帳
12
﹂
の
明
治
四
十
一
年
夏
頃
の
所
に
︽
○
F
lood
of
Y
ou
th
を
利
用
せ
ず
に
老
い
た
人
の
後
悔
は
想
像
す
る
事
が
出
来
る
︑
吾
々

は
肉
体
の
若
さ
を
浪
費
し
な
い
や
う
に
又
利
用
す
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
︑
︾
と
あ
る
の
と
似
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
明
治
四
十
一
年
夏

の
も
の
と
推
定
し
た
︒
ま
た
︑
手
紙
の
中
で
︑
生
馬
ら
三
人
が
写
っ
た
写
真
の
葉
書
が
届
い
た
と
あ
る
の
が
︑
八
月
二
十
四
日
に
届
い
た

葉
書
の
こ
と
で
あ
る
と
推
定
し
た
︒
こ
の
手
紙
の
続
き
が
︑
翌
日
付
の
前
半
欠
の
有
島
生
馬
宛
書
簡
か
︒

8
・
26
(水
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
鳥
居
忠
一
が
持
っ
て
来
た
木
下
利
玄
の
結
婚
話
が
決
ま
り
そ
う
だ
︑
こ
の
間
中
︑
自
分
の
気
持
ち

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
荒
ん
で
い
た
︑
な
ど
︒
(M
41
・
8
・
26
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

8
・
27
(木
)

木
下
利
玄
が
︑
武
者
小
路
実
篤
の
﹃
ペ
ル
シ
ヤ
人
﹄
(M
41
・
8
・
8
～
9
執
筆
)
と
直
哉
の
﹃
網
走
ま
で
﹄
を
読
ん
で
︑
両
方
共
う
ま
い
︑

こ
と
に
﹃
網
走
ま
で
﹄
は
志
賀
近
来
の
傑
作
と
感
心
す
る
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
二
十
九
日
の
夕
方
︑﹁
暴
矢
﹂
第
六
号
の
原
稿
を
持
参
の
上
︑
志
賀
家
に
行
く
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直

哉
宛
書
簡
﹄)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
九
月
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

8
・
29
(土
)

直
哉
は
﹃
小
説

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
﹄
を
書
き
上
げ
る
︒
(未
定
稿
43
)

﹁
暴
矢
﹂
は
木
下
利
玄
と
直
哉
の
意
見
で
﹁
望
野
﹂
と
改
名
︒﹁
望
野
﹂
第
六
号
発
行
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

直
哉
は
﹃
今
度
の
小
説
に
就
い
て
﹄
を
﹃
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
﹄
後
半
と
共
に
﹁
望
野
﹂
第
六
号
に
出
す
︒
(
未
定
稿
67
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)
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一



＊
武
者
小
路
実
篤
﹃
旧
稿
の
内
よ
り

(潔
の
日
記
)
﹄﹁
ボ
ヤ
〳
〵
会
﹂
に
よ
れ
ば
︑
﹁
暴
矢
﹂
の
あ
て
字
は
︑
直
哉
こ
と
に
木
下
利
玄
の
反

対
に
よ
っ
て
や
め
に
な
り
︑﹁
望
野
﹂
と
な
っ
た
と
い
う
︒

8
・
30
(日
)

午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
手
帳
に
︽
○
数
度
女
の
肉
体
を
味
は
つ
た
経
験
の
あ
る
男
に
と
つ
て
︑
女
の
肉
体
は
︑
米
の
飯
の
や
う
な
常
食
に
な
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
︑
酒
好
き
の
酒
︑
烟
草
好
き
の
烟
草
よ
り
遥
か
に
強
い
力
を
以
つ
て
︑
男
の
心
を
動
か
す
も
の
に
相
違
な
い
︑︾
と
記
す
︒

(﹁
手
帳
12
﹂
補
⑥
P
10
)

こ
の
頃
か
？

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
田
中
平
一
か
ら
放
蕩
を
ほ
の
め
か
す
手
紙
を
受
け
取
り
︑
直
哉
は
﹁
道
楽
を
始
め
た
か
ら
自
分
は
堕
落
し
た
人
間
だ
︑

高
尚
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
の
だ
と
決
め
つ
け
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
﹂
と
い
う
返
事
を
書
く
︒
同
じ
頃
︑
直
哉
は
性
欲
の
圧
迫
に
耐
え

ら
れ
な
く
な
り
︑
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
も
懐
疑
的
に
な
り
︑
内
村
鑑
三
の
許
に
通
う
の
を
や
め
る
︒
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄
五
)
(M

41
・
12
・
24
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

9
・
1
(火
)

午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
か
ら
直
哉
に
電
話
が
あ
り
︑
共
に
柳
宗
悦
を
訪
問
す
る
︒
ラ
デ
イ
ル
ン
グ
や
石
版
刷
り
や
写
真
版
の
名
画
を
集
め

た
展
覧
会
を
四
年
後
を
目
標
に
開
き
た
い
と
相
談
す
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

9
・
2
(水
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
三
日
の
消
印
︑
麻
布
九
月
二
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

9
・
5
(土
)

直
哉
は
﹃
小
説

速
夫
の
妹
﹄
を
脱
稿
︒
(﹃
速
夫
の
妹
﹄
草
稿
)

﹁
望
野
﹂
第
七
号
発
行
か
︒

第
七
号
は
二
百
三
十
六
頁
あ
っ
た
︒
(M
41
・
12
・
26
志
賀
直
哉
宛
武
者
小
路
実
篤
葉
書
)

9
・
6
(日
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
明
朝
九
時
大
学
に
行
く
約
束
を
し
た
が
︑
武
者
小
路
実
篤
の
家
へ
急
用
が
出
来
た
の
で
︑
明
後
日
に

し
た
い
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

9
・
7
(月
)

午
前
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
木
下
利
玄
︑
裏
松
友
光
も
居
る
︒
直
哉
と
木
下
利
玄
は
十
一
時
前
に
辞
去
し
︑
大
学
に
時
間
表

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

五
二



を
見
に
行
く
︒
午
後
五
時
半
頃
︑
武
者
小
路
芳
子
死
去
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
芳
子
﹄)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
︑
芳
子
死
去
と
の
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

9
・
8
(火
)

午
後
︑
武
者
小
路
芳
子
の
御
悔
や
み
に
︑
直
哉
は
武
者
小
路
家
を
訪
問
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

9
・
12
(土
)

細
川
護
立
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
七
時
頃
帰
る
︒
武
者
小
路
実
篤
は
直
哉
に
﹁
帝
国
文
学
﹂
へ
の
投
稿
を
勧
め
る
︒
直
哉
も
そ

の
気
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

＊
｢帝
国
文
学
﹂
十
月
号
の
帝
国
文
学
会
・
新
入
会
員
欄
に
志
賀
直
哉
の
氏
名
あ
り
︒

＊
当
時
の
﹁
帝
国
文
学
﹂
編
集
者
は
小
林
愛
雄
︒
(座
談
会
﹃
明
治
の
青
春
﹄)

﹁
望
野
﹂
第
八
号
発
行
か
︒

9
・
14
(月
)

晩
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

9
・
15
(火
)

午
後
︑
直
哉
は
大
学
で
木
下
利
玄
と
会
い
︑
御
殿
の
芝
生
に
寝
転
ん
で
木
下
利
玄
と
横
尾
照
子
と
の
結
婚
に
旧
臣
が
反
対
し
て
い
る
事
に

対
す
る
憤
り
を
聞
か
さ
れ
る
︒
直
哉
は
﹁
革
命
を
や
っ
て
や
っ
つ
け
ろ
﹂
と
激
励
す
る
︒
直
哉
は
木
下
利
玄
と
共
に
正
親
町
公
和
家
へ
寄

り
︑
六
時
少
し
前
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
(木
下
利
玄
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

柳
宗
悦
が
直
哉
に
手
紙
を
書
き
︑
義
兄

(加
藤
本
四
郎
)
が
舌
が
ん
で
悪
い
た
め
︑
直
哉
が
言
っ
て
い
た
注
射
で
が
ん
の
治
療
が
う
ま
い

人
を
教
え
て
欲
し
い
と
頼
む
︒
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

9
・
16
(水
)

十
一
時
半
新
橋
発
の
汽
車
で
黒
田
が
渡
米
の
途
に
着
く
︒
直
哉
・
木
下
利
玄
・
武
者
小
路
実
篤
ら
も
見
送
り
に
行
く
︒
夕
方
︑
直
哉
は
武

者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
(9
・
15
木
下
利
玄
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

9
・
19
(土
)

｢望
野
﹂
第
九
号
発
行
か
︒

9
・
21
(月
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒﹃
独
歩
集
﹄
が
昨
日
届
い
た
︑
岩
下
家
一
が
一
週
間
来
て
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

五
三



哉
宛
書
簡
﹄)

9
・
26
(土
)

午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
木
下
利
玄
も
来
宅
︒
木
下
利
玄
の
結
婚
話
は
益
々
難
し
い
︒
武
者
小
路
実
篤
は
五
時
頃
帰
る
︒

(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

﹁
望
野
﹂
第
十
号
発
行
か
︒

9
・
27
(水
)

こ
の
日
の
出
来
事
を
︑
直
哉
は
﹃
記
憶
﹄
と
し
て
執
筆
︒
新
聞
連
載
の
﹃
三
四
郎
﹄
は
︑
三
四
郎
が
野
々
宮
の
妹
を
病
院
に
訪
ね
て
い
く

所

(三
の
十
二
)
︒
末
尾
に
︽
四
十
一
年
十
月
︾
と
執
筆
時
期
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
(未
定
稿
48
)

9
・
28
(月
)

午
前
五
時
頃
︑
副
島
家
で
書
生
を
し
て
い
た
岡
野
忠
太
郎

(女
中
C
の
兄
)
が
脚
気
衝
心
で
死
去
︒
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
か
ら
電
話
で

連
絡
を
受
け
︑
午
前
七
時
半
頃
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
共
に
木
沢
病
院
へ
行
く
︒
直
哉
は
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
風
邪
を
ひ
い
て
寝
て

い
た
が
︑
こ
の
日
は
︑
い
く
ら
か
回
復
︒
晩
︑
忠
太
郎
の
父
母
︑
妹

(女
中
C
)
︑
叔
父
︑
義
兄
も
上
京
︒
善
光
寺
で
通
夜
︒
(武
者
小
路
実

篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(﹁
手
帳
14
﹂
補
⑥
P
48
︑
49
)

＊
『過
去
﹄
に
よ
れ
ば
︑
忠
太
郎
か
ら
手
紙
で
書
生
先
を
依
頼
さ
れ
た
直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
に
相
談
し
︑
勘
解
由
小
路
資
承
が
︑
そ

の
親
戚
の
副
島
家
に
世
話
し
た
︒
忠
太
郎
の
死
は
︑
朝
︑
武
者
小
路
実
篤
か
ら
の
電
話
で
知
ら
さ
れ
︑
直
哉
は
す
ぐ
武
者
小
路
家
へ
行
っ

て
︑
一
緒
に
番
町
の
病
院
へ
行
っ
た
︒
間
も
な
く
辞
去
︒
午
後
は
雨
︒
武
者
小
路
実
篤
か
ら
C
た
ち
が
上
京
し
て
病
院
に
居
る
事
を
知
ら

さ
れ
る
が
︑
直
哉
は
嫌
で
行
か
ず
︑
武
者
小
路
実
篤
に
ひ
ど
く
怒
ら
れ
た
︒
夜
︑
新
宿
の
C
た
ち
の
宿
へ
会
い
に
行
っ
た
と
い
う
︒

＊
当
時
︑
副
島
家
の
当
主
は
種
臣
の
嗣
子
・
道
正
︑
種
臣
未
亡
人
は
正

し
ょ
う

子こ

︒
(
阿
川
弘
之
﹃
志
賀
直
哉
﹄)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
昨
秋
書
い
た
﹃
燈
籠
な
が
し
﹄
で
こ
の
度
の
責
を
ふ
さ
ぐ
︑
昨
夜
︑
武
者
小
路
家
に
行
き
︑
勘
解
由

小
路
資
承
に
会
い
︑
今
度
の
縁
談
は
︑
も
う
と
て
も
駄
目
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

9
・
29
(火
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
︑
正
親
町
公
和
の
家
に
行
っ
た
の
な
ら
︑
な
ぜ
武
者
小
路
の
家
に
電
話
を
か
け
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
と
怒
り

の
葉
書
を
出
す
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

五
四



10
・
1
(木
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

信
州
旅
行
中
の
園
池
公
致
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

柳
宗
悦
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
直
哉
の
病
気
は
も
う
い
い
の
か
︑
医
者
を
教
え
て
く
れ
た
礼
︑
明
晩
行
く
︑
な
ど
︒
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

10
・
2
(金
)

朝
︑
直
哉
は
正
親
町
公
和
家
に
電
話
を
し
︑
正
親
町
家
に
行
っ
て
い
た
武
者
小
路
実
篤
に
い
い
事
が
あ
る
か
ら
と
来
宅
を
勧
め
る
︒
三
時

頃
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
ク
リ
ン
ゲ
ル
の
イ
ン
テ
ル
メ
チ
ー
を
見
せ
る
︒
武
者
小
路
実
篤
は
風
邪
で
夕
食
前
に
帰
る
︒

(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

10
・
3
(土
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
原
稿
を
同
封
し
た
か
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

﹁
望
野
﹂
第
十
一
号
発
行
か
︒

10
・
5
(月
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
直
哉
の
家
か
ら
帰
っ
て
か
ら
風
邪
で
病
床
に
あ
り
︑
ク
リ
ン
ゲ
ル
の
絵
を
何
度
も
見
て
い
る
︑

な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

10
・
6
(火
)

直
哉
は
朝
か
ら
大
学
に
行
き
︑
黒
木
安
雄
の
﹁
漢
文
﹂︑
ロ
ー
レ
ン
ス
の
﹁
英
文
学
史
﹂
︑
元
良
勇
次
郎
の
﹁
心
理
﹂
な
ど
の
授
業
を
受
け

る
︒﹁
望
野
﹂
の
責
め
ふ
さ
ぎ
に
︑
そ
の
日
の
出
来
事
を
﹃
今
日
の
日
記

(
一
名
︑
﹁
疲
労
﹂)
﹄
と
し
て
執
筆
︒
(未
定
稿
44
)
(﹃
東
京
帝
国
大
学

一
覧

明
治
四
十
一
年
～
四
十
二
年
﹄)

10
・
7
(水
)

午
後
四
時
か
ら
正
親
町
家
で
︑
沼
津
に
行
く
正
親
町
公
和
の
送
別
会
が
あ
り
︑
直
哉
・
武
者
小
路
実
篤
・
木
下
利
玄
が
行
く
︒
(武
者
小
路

実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
岩
下
家
一
の
書
き
入
れ
あ
り
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
十
月
二
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡

集
﹄)

10
・
8
(木
)

直
哉
は
丸
善
で
武
者
小
路
実
篤
に
会
う
︒
絵
を
売
っ
て
い
る
店
に
寄
り
︑
一
緒
に
武
者
小
路
実
篤
家
に
行
く
︒
直
哉
は
大
学
に
は
閉
口
し

て
い
る
が
︑
二
時
半
頃
い
や
い
や
登
校
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

五
五



10
・
9
(金
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
昨
朝
︑
有
島
武
郎
が
結
婚
す
る
と
い
う
報
知
が
来
て
大
い
に
喜
ん
だ
︑
直
哉
の
岩
下
家
一
宛
の
手

紙
が
届
い
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

10
・
10
(土
)

朝
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
木
下
利
玄
が
午
後
か
ら
来
る
︒
ド
イ
ツ
語
を
勉
強
す
る
︒
武
者
小
路
実
篤
は
五
時
ま
で
居
る
︒

(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

﹁
望
野
﹂
第
十
二
号
発
行
か
︒

10
・
14
(水
)

午
前
八
時
︑
登
校
前
に
直
哉
は
﹃
消
息

沼
津
の
沙
鴎
へ
﹄
を
執
筆
︒
自
分
は
大
学
に
は
合
わ
な
い
︑﹁
望
野
﹂
も
と
う
と
う
十
二
号
に

な
っ
た
が
︑
今
の
よ
う
な
状
況
で
は
実
の
あ
る
も
の
な
ど
︑
と
て
も
書
け
な
い
と
記
す
︒
(未
定
稿
45
)

午
前
十
一
時
頃
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
大
学
に
行
く
の
は
軽
蔑
さ
れ
に
行
く
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
や
め
よ
う
と
思
っ
て
い

る
︑
し
か
し
大
学
を
や
め
て
自
家
に
居
る
不
愉
快
の
方
が
な
お
不
愉
快
で
あ
る
し
︑
大
学
に
行
っ
て
い
る
の
を
皆
が
喜
ん
で
い
る
の
で
︑

大
学
を
や
め
る
事
を
や
め
た
と
語
る
︒
共
に
中
野
に
行
き
︑
四
時
過
ぎ
四
谷
停
車
場
で
下
車
︒
木
下
利
玄
が
歩
い
て
い
る
の
を
見
付
け
︑

尾
行
す
る
︒
六
時
過
ぎ
か
ら
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
を
し
︑
直
哉
は
九
時
過
ぎ
ま
で
武
者
小
路
実
篤
家
に
居
て
帰
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の

青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
﹃
郡
の
懺
悔
﹄
に
つ
い
て
の
メ
モ
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
12
﹂
補
⑥
P
10
～
11
)
(↓
後
の
﹁
ノ
ー
ト
5
﹂
補
⑥
P
214
～
220
﹃
広
田
の
懺

悔
﹄)

10
・
15
(木
)

朝
︑
直
哉
は
﹃
濁
つ
た
頭
﹄
の
元
と
な
る
夢
を
見
る
︒
(﹁
手
帳
12
﹂
補
⑥
P
11
)

有
島
生
馬
宛
の
葉
書
に
︑﹁
帝
国
文
学
﹂
へ
出
し
た
小
説
は
没
書
だ
︑
大
学
は
西
洋
人
の
講
義
が
つ
ら
い
︑
語
学
の
力
が
な
い
こ
と
を
痛

切
に
感
じ
た
︑
毎
日
学
校
に
侮
辱
さ
れ
に
行
く
よ
う
な
気
が
す
る
が
︑
今
や
め
る
と
一
騒
動
な
の
で
我
慢
し
て
い
る
と
記
す
︒
(M
41
・

10
・
15
有
島
生
馬
宛
葉
書
)

＊
『網
走
ま
で
﹄
が
没
書
に
な
っ
た
の
で
︑
直
哉
は
一
寸
不
快
に
感
じ
︑
会
費
を
一
度
払
っ
た
だ
け
で
帝
国
文
学
会
を
脱
会
し
た
︒
(﹃
細

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

五
六



川
書
店
版
﹁
網
走
ま
で
﹂
あ
と
が
き
﹄)

10
・
17
(土
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒﹃
夕
波
﹄
が
届
い
た
だ
ろ
う
︑
も
う
先
週
の
﹁
望
野
﹂
が
来
そ
う
な
も
の
だ
︑﹁
帝
国
文
学
﹂
は

来
月
号
に
回
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

﹁
望
野
﹂
第
十
三
号
発
行
か
︒

10
・
18
(日
)

直
哉
は
﹃
二
三
日
前
に
想
ひ
つ
い
た
小
説
の
筋
﹄
を
執
筆
︒
落
ち
着
い
て
筆
を
執
れ
な
い
状
況
な
の
で
︑
折
角
浮
か
ん
だ
筋
だ
け
書
い
て

お
き
︑﹁
望
野
﹂
の
責
ふ
さ
ぎ
に
も
し
た
︒
(﹃
濁
つ
た
頭
﹄
草
稿
)

10
・
20
(火
)

柳
宗
悦
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹁
暴
矢
﹂
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
︑﹃
網
走
ま
で
﹄
は
﹁
帝
国
文
学
﹂
に
出
し
た
か
︑﹃
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
﹄

は
読
ん
で
嫌
な
気
持
ち
ば
か
り
し
た
︑
一
週
に
三
十
四
︑
五
時
間
で
は
嫌
気
が
さ
す
だ
ろ
う
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
(﹃
柳
宗
悦
全

集
﹄)

10
・
21
(水
)

直
哉
は
﹃
沙
鴎
へ
の
第
二
信
﹄
を
執
筆
︒
昨
日
ま
た
文
部
省
美
術
展
覧
会

(第
二
回
文
展
)
を
見
て
の
感
想
︒
(未
定
稿
46
)

月
二
回
発
行
の
﹁
麦
﹂
第
一
号
完
成
︒
メ
ン
バ
ー
は
︑
当
初
︑
里
見
弴

(
伊
吾
)
・
正
親
町
実
慶

(青
蜩
)
・
田
中
治
之
助

(雨
村
)
・
園
池

公
致

(帆
七
)
の
四
人
︑
更
に
児
島
喜
久
雄

(K
I
K
)
・
中
村
貫
之

(貫
)
・
菅
田
敏
光

(
菅
敏
)
が
加
わ
る
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
九
︑

二
十
二
)
(座
談
会
﹃﹁
白
樺
﹂
座
談
会
﹄)
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
行
商
と
お
富
﹄﹃
補
言
﹄
翻
訳
﹃
二
軒
宿

(ド
オ
デ
エ
)
﹄﹃
矮ち

び

小つ
こ

の
二
兵
士

(マ
ウ
パ
ツ
サ
ン
)
﹄︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
お
も
と
﹄

﹃﹁
お
も
と
﹂
に
就
い
て
﹄﹃
若
き
男ふ

た

女り

(散
文
詩
)
﹄﹃
麦
日
記
﹄︑
園
池
公
致
の
﹃
訪
問
﹄
﹃
被
強
請
原
稿

(
葉
書
文
)
﹄︑
田
中
治
之
助
の

﹃
秋
晴

(写
生
文
)
﹄﹃
伊
香
保
雑
感

(和
歌
)
﹄
翻
訳
﹃
伯
林
の
包
囲

(ド
オ
デ
エ
)
﹄
掲
載
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(﹁
麦
﹂
第
一
号
批
評
欄
・
補

④
P
483
︑
484
)
(式
場
隆
三
郎
﹃
白
樺
の
人
々
﹄
S
16
・
6
～
10
﹁
文
学
界
﹂)

10
・
23
(金
)

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
一
昨
夜
﹁
麦
﹂
の
第
一
号
が
出
来
た
こ
と
を
述
べ
︑
﹃
速
夫
の
妹
﹄
﹃
網
走
ま
で
﹄
の
感
想
を
記
す
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

五
七



10
・
24
(土
)

直
哉
は
︑
こ
の
朝
着
い
た
正
親
町
公
和
の
﹃
海
の
ほ
と
り
﹄
と
直
哉
へ
の
返
事
を
読
み
︑﹃
沙
鴎
へ
の
第
三
信
﹄
を
執
筆
︒
転
科
す
る
気

に
な
っ
て
増
や
し
た
科
目
が
四
︑
五
あ
っ
て
ノ
ー
ト
を
写
す
の
に
忙
し
い
︑
夏
目
漱
石
の
﹃
三
四
郎
﹄
は
毎
日
読
ん
で
い
る
が
筆
の
勢
い

で
書
き
殴
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
皆
ほ
ど
感
心
は
し
な
い
︑
一
昨
晩
は
六
時
に
﹁
心
理
﹂
が
済
ん
だ
帰
り
に
丸
の
内
で

提
灯
行
列
を
見
た
︑
昨
日
は
木
下
利
玄
・
徳
川
慶
久
・
斉
藤
博
と
細
川
護
立
の
所
に
行
っ
た
︑
冬
に
語
学
試
験
の
準
備
に
沼
津
に
行
き
た

い
の
で
︑
三
週
間
ほ
ど
借
り
ら
れ
る
所
を
探
し
て
欲
し
い
︑
な
ど
︒
(未
定
稿
47
)

﹁
望
野
﹂
第
十
四
号
発
行
か
︒

10
・
26
(月
)

神
戸
衛
生
院
の
郡
虎
彦
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
親
子
の
関
係
︑
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

10
・
28
(水
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
英
文
科
を
や
め
て
美
学
科
へ
変
わ
る
こ
と
に
し
た
︑
英
人
の
わ
か
ら
な
い
講
義
の
代
わ
り
に
︑
関

野
の
法
隆
寺
建
築
の
研
究
や
大
塚
の
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
話
を
聞
く
と
面
白
い
た
め
だ
︑
七
月
二
十
五
日
か
ら
毎
土
曜
︑
ボ
ヤ
〳
〵
会
の

﹁
望
野
﹂
と
い
う
回
覧
雑
誌
を
作
っ
て
い
る
︑
今
度
出
る
十
五
号
に
綴
じ
込
ん
だ
作
品
三
つ
を
来
月
の
末
に
送
る
︑
こ
の
頃
︑
内
村
鑑
三

の
と
こ
ろ
に
行
く
の
を
や
め
て
い
る
︑
や
め
っ
き
り
に
よ
す
と
い
う
気
に
も
な
れ
な
い
︑
随
分
長
く
御
世
話
に
な
っ
た
の
で
非
常
に
す
ま

な
い
気
も
す
る
︑
ま
た
毎
日
曜
行
く
と
す
る
と
︑
そ
れ
も
ど
こ
か
す
ま
な
い
気
が
し
て
︑
少
し
弱
っ
て
い
る
︑
な
ど
︒
(M
41
・
10
・
28
有

島
生
馬
宛
書
簡
)

正
親
町
公
和
が
沼
津
か
ら
武
者
小
路
実
篤
と
寄
せ
書
き
で
︑
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
﹁
望
野
﹂
の
第
十
七
号
か
八
号
あ
た
り
に
懸
賞
募

集
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

10
・
30
(金
)

武
者
小
路
実
篤
が
正
親
町
公
和
と
連
名
で
︑
沼
津
桃
郷
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

10
・
31
(土
)

直
哉
は
﹃
小
説

離
縁
﹄
を
脱
稿
︒
(﹃
孤
児
﹄
草
稿
)

沼
津
か
ら
帰
っ
た
武
者
小
路
実
篤
を
︑
晩
︑
直
哉
と
木
下
利
玄
が
共
に
訪
問
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

﹁
望
野
﹂
第
十
五
号
発
行
か
︒

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

五
八



11
・
1
(日
)

直
哉
は
︑﹁
麦
﹂
第
一
号
に
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
一
号
批
評
欄
)

﹁
麦
﹂
第
二
号
完
成
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
失
は
れ
た
る
愛
﹄﹃
梨
本
で
﹄﹃
補
言

(第
七
義
的
)
﹄﹃
女
囚

(
偶
感
)
﹄
翻
訳
﹃
黄
な
る
幻

(詩
)
ゴ
ー
テ
イ
エ
﹄
﹃
地
の
四
季

(詩
)
ゴ
ー
テ
イ
エ
﹄︑
田
中
治
之
助
の
﹃
親
友
﹄︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
幼
友
達
﹄﹃
迷
葉

(
新
体
詩
)
﹄
﹃
親
翁
の
山

(新
体
詩
)
﹄﹃
感
じ
で
見

た
展
覧
会
﹄﹃
新
体
詩
に
就
て
﹄﹃
申
訳
﹄︑
園
池
公
致
の
﹃
歌
舞
伎
談
義
﹄
﹃
第
二
回
美
術
展
覧
会
の
評
﹄︑
児
島
喜
久
雄
の
﹃
フ
リ
ツ

ツ
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ー
デ
﹄
掲
載
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(﹁
麦
﹂
第
二
号
批
評
欄
・
補
④
P
485
～
488
)
(
式
場
隆
三
郎
﹃
白
樺
の
人
々
﹄)

11
・
3
(火
)

直
哉
は
︑﹁
麦
﹂
第
一
号
に
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
一
号
批
評
欄
)

11
・
4
(水
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
グ
レ
・
シ
ュ
ル
・
ロ
ワ
ン
の
消
印
︑
麻
布
二
十
二
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

11
・
6
(金
)

木
下
利
玄
が
﹁
望
野
﹂
の
原
稿
﹃
二
月
堂
﹄
を
書
く
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

11
・
7
(土
)

｢望
野
﹂
第
十
六
号
発
行
か
︒

11
・
8
(日
)

十
一
時
︑
直
哉
は
柳
宗
悦
と
共
に
武
者
小
路
実
篤
訪
問
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

﹁
麦
﹂
第
三
号
発
行
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
伊
豆
山
で
﹄﹃
天
長
節
の
朝
﹄﹃
燭
台
﹄︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
恋
の
園
﹄
﹃
申
訳
﹄
翻
訳
﹃
老
婆
﹄︑
里
見
弴
・
園
池
公
致
の

﹃
若
葉
﹄
掲
載
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(﹁
麦
﹂
第
三
号
批
評
欄
・
補
④
P
488
︑
489
)

11
・
10
(火
)

直
哉
は
︑
図
師
尚
武
に
葉
書
を
書
く
︒
今
度
の
土
曜
よ
り
︑
来
週
の
火
曜
か
木
曜
の
七
時
に
来
て
く
れ
た
方
が
好
都
合
だ
︑
な
ど
︒
(M

41
・
11
・
10
図
師
尚
武
宛
書
簡
)

11
・
12
(木
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
明
日
︑
勘
解
由
小
路
資
承
と
共
に
直
哉
の
所
に
行
く
︑
一
緒
に
催
眠
術
を
見
に
行
こ
う
︑
な
ど
︒

(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

11
・
13
(金
)

午
後
か
ら
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
木
下
利
玄
も
来
る
︒﹁
麦
﹂
第
三
号
の
合
評
を
す
る
︒
(↓
﹁
麦
﹂
第
三
号
批
評
欄
)
夕
食
後

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

五
九



の
六
時
頃
︑
三
人
一
緒
に
中
央
会
堂
に
催
眠
術
を
見
に
行
く
︒
催
眠
術
の
途
中
で
武
者
小
路
実
篤
が
脳
貧
血
に
な
り
︑
直
哉
と
武
者
小
路

実
篤
二
人
は
退
場
︒
大
騒
ぎ
し
て
病
院
へ
連
れ
て
行
く
︒
九
時
過
ぎ
︑
木
下
利
玄
も
武
者
小
路
家
に
来
る
︒
二
人
は
十
時
ま
で
居
る
︒

(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

11
・
14
(土
)

朝
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
に
電
話
を
か
け
て
風
邪
を
ひ
い
て
一
日
寝
る
か
ら
行
け
な
い
と
告
げ
る
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄

所
収
日
記
)

直
哉
は
﹃
鯖
売
木
四
郎

(お
伽
話
)
﹄
を
執
筆
︒
次
号
は
﹃
と﹅

む﹅

ら﹅

ひ﹅

嫌
ひ
の
満
公
坊
﹄
と
い
う
山
伏
の
話
を
書
く
と
正
親
町
公
和
に
予
告

し
て
お
い
た
が
止
め
る
︑
小
説
﹃
耬
斗
菜
﹄

(↓
未
定
稿
109
﹃
小
説

耬
斗
菜
﹄)
を
書
け
る
と
い
い
が
無
理
と
記
す
︒
(未
定
稿
49
)

﹁
望
野
﹂
第
十
七
号
発
行
か
︒

武
者
小
路
実
篤
の
﹃
道
学
者
﹄
(M
41
・
11
・
14
執
筆
)
を
掲
載
か
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
第
一
巻
・
解
題
)

11
・
15
(日
)

朝
か
ら
夕
ま
で
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

11
・
16
(月
)

午
後
四
時
半
か
ら
二
時
間
に
わ
た
り
︑
東
京
帝
国
大
学
で
︑
ス
エ
ン
・
へ
デ
ィ
ン
博
士
が
探
検
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
た
︒
(M
41
・
11
・

18
﹁
東
京
朝
日
新
聞
﹂)

11
・
17
(火
)

異
母
妹
・
志
賀
昌
子
が
生
ま
れ
る
︒
(志
賀
家
系
図
)

直
哉
は
﹃
誕
生
﹄
を
執
筆
︒
昨
晩
︑
ス
エ
ン
・
へ
デ
ィ
ン
博
士
の
講
演
を
聞
い
て
帰
っ
て
来
た
後
の
︑
志
賀
浩
の
お
産
前
後
の
志
賀
家
の

様
子
を
書
く
︒
(﹃
子
供
四
題
﹄﹁
三

誕
生
﹂
草
稿
)

直
哉
は
﹃
河
畔
の
青
野

(夢
)
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
50
)

柳
宗
悦
が
郡
虎
彦
と
神
戸
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

こ
の
頃

か
ね
や
が
︑
最
初
は
昌
子
の
乳
母
と
し
て
志
賀
家
に
奉
公
を
始
め
︑
以
後
二
十
年
以
上
仕
え
る
︒
後
に
は
箱
根
強
羅
の
別
荘
番
に
な
る
︒

(阿
川
弘
之
﹃
志
賀
直
哉
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

六
〇



11
・
19
(木
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
木
下
利
玄
や
﹁
麦
﹂
同
人
の
里
見
弴
・
園
池
公
致
・
田
中
雨
村
と
寄
せ
書
き
で
︑
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小

路
実
篤
全
集
﹄)

正
親
町
公
和
が
︑
沼
津
か
ら
正
親
町
実
慶
と
寄
せ
書
き
で
︑
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
﹁
望
野
﹂
第
十
七
号
は
ま
だ
届
か
な
い
︑
二
︑
三

日
前
に
第
十
八
号
分
は
出
来
上
が
っ
た
︑
明
日
上
京
す
る
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

11
・
20
(金
)

郡
虎
彦
が
神
戸
か
ら
︑
直
哉
に
︑
生
き
方
に
つ
い
て
の
悩
み
や
性
欲
に
つ
い
て
の
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

二
十
三
日
に
か
け
て
︑
直
哉
は
﹁
ノ
ー
ト
5
﹂
に
﹃
富
次
の
妻
﹄
を
書
く
︒
(補
⑥
P
214
)
(↓
未
定
稿
65
﹃
富
次
の
妻
﹄︑
66
﹃
転
逃
﹄)

11
・
21
(土
)

志
賀
直
方
の
長
男
・
志
賀
昇
が
生
ま
れ
る
︒
(志
賀
家
系
図
)

﹁
望
野
﹂
第
十
八
号
発
行
か
︒

11
・
22
(日
)

児
島
喜
久
雄
が
直
哉
に
︑
ホ
フ
マ
ン
画
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

11
・
24
(火
)

直
哉
は
﹃
小
説

商
人
の
子
﹄
を
執
筆
︒
時
任
惣
次
郎
と
い
う
登
場
人
物
あ
り
︒﹁
望
野
﹂
第
十
九
号
に
の
せ
た
か
？

(未
定
稿
51
)

11
・
27
(金
)

里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒﹁
麦
﹂
第
二
号
が
手
元
に
あ
る
そ
う
だ
が
︑
そ
の
評
を
早
く
聞
き
た
い
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書

簡
﹄)

柳
宗
悦
が
︑
加
藤
本
四
郎
の
死
去

(十
一
月
二
十
二
日
死
去
・
二
十
六
日
葬
儀
︑﹁
東
京
朝
日
新
聞
﹂
広
告
)
に
対
す
る
直
哉
の
お
悔
や
み
へ
の

礼
状
を
書
く
︒
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

11
・
28
(土
)

午
前
︑
直
哉
と
木
下
利
玄
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
し
︑
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
を
す
る
︒
二
時
過
ぎ
帰
る
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時

代
﹄
所
収
日
記
)

直
哉
は
武
者
小
路
家
で
﹃
小
供
の
美
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
52
)

﹁
望
野
﹂
第
十
九
号
発
行
か
︒

武
者
小
路
実
篤
の
﹃
日
は
の
ぼ
れ
り
﹄
(M
41
・
11
・
26
執
筆
)
を
掲
載
か
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
第
一
巻
・
解
題
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

六
一



11
・
29
(日
)

前
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
っ
て
︑
東
京
音
楽
学
校
の
第
十
九
回
秋
季
音
楽
演
奏
会
︒
管
弦
楽
﹁
サ
ク
ン
タ
ラ
﹂︑
藤
井

(三
浦
)
環
独
唱

の
﹁
美
は
し
き
エ
レ
ン
﹂
な
ど
︒
武
者
小
路
実
篤
も
聴
き
に
行
っ
た
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(田
辺
久
之
﹃
考
証

三
浦
環
﹄)

未
定
稿
53
﹃
竹
本
東
猿
を
聴
い
て
﹄
で
︑﹁
サ
ク
ン
タ
ラ
﹂
に
言
及
し
て
い
る
の
で
︑
直
哉
も
こ
れ
を
聴
い
た
か
︒

12
・
1
(火
)

｢麦
﹂
第
四
号
発
行
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
文
学
雑
感
﹄
(初
題
﹃
偶
感
的
文
学
論
﹄)
﹃
家
出
﹄﹃
江
川
さ
ん
﹄︑
園
池
公
致
の
﹃
一
義
の
望
﹄﹃
住
居
﹄﹃
出
仕
﹄﹃
夢
﹄︑
児

島
喜
久
雄
の
﹃
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
﹄︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
永
遠
の
花
﹄﹃
夜
の
巨
人
﹄
﹃
立
寄
り
の
記
﹄︑
田
中
治
之
助
の
﹃
僕
の
生
活
﹄﹃
車

中
﹄
掲
載
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(﹁
麦
﹂
第
四
号
批
評
欄
・
補
④
P
489
～
491
)

12
・
2
(水
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
マ
ル
セ
イ
ユ
三
日
の
消
印
︑
麻
布
二
十
四
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

12
・
3
(木
)

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
木
下
利
玄
も
来
る
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

12
・
4
(金
)

直
哉
は
﹃
竹
本
東
猿
を
聴
い
て
﹄
を
執
筆
︒
昨
晩
︑
東
猿
の
浄
瑠
璃
を
聴
い
て
感
じ
た
︑
西
洋
音
楽
が
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
︑

日
本
音
楽
は
文
学
を
助
け
る
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
音
楽
的
方
面
に
は
︑
お﹅

ひ﹅

た﹅

し﹅

の
よ
う
な
う
ま
み
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
︒
(未
定
稿

53
)

12
・
5
(土
)

｢望
野
﹂
第
二
十
号
発
行
か
︒

こ
の
頃

直
哉
は
︑
イ
プ
セ
ン
の
話
か
ら
︑
里
見
弴
と
議
論
を
し
︑
社
会
問
題
・
政
治
問
題
を
小
説
の
材
料
と
し
て
扱
う
こ
と
は
︑
芸
術
を
手
段
に

使
う
事
で
あ
り
︑
真
の
芸
術
か
ら
見
れ
ば
一
段
下
が
っ
た
も
の
だ
と
発
言
す
る
︒
(
里
見
弴
﹃
文
芸
の
岐
路

(所
感
)﹄)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
二

十
)

12
・
9
(水
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
岩
下
家
一
は
米
国
に
行
っ
た
︑
な
ど
︒
麻
布
三
十
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

12
・
10
(木
)

直
哉
は
︑﹁
麦
﹂
第
四
号
に
批
評
を
記
す
︒
昨
晩
︑
里
見
弴
の
所
に
行
っ
て
﹁
麦
﹂
を
借
り
て
帰
っ
て
︑
深
夜
十
二
時
か
ら
読
ん
だ
︒

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

六
二



(﹁
麦
﹂
第
四
号
批
評
欄
)

直
哉
は
﹃
物
の
観
方
﹄
を
執
筆
︒
一
週
間
程
前
︑
大
学
の
帰
途
︑
三
条
公
輝
に
聞
い
た
授
業
中
に
発
狂
し
た
学
生
に
つ
い
て
の
感
じ
方
を

分
析
し
︑
先
入
観
に
当
て
は
め
る
の
で
は
な
く
感
情
は
自
由
に
し
て
お
く
の
が
い
い
と
述
べ
る
︒
(未
定
稿
54
)

12
・
12
(土
)

｢望
野
﹂
第
二
十
一
号
発
行
か
︒

﹁
麦
﹂
第
五
号
発
行
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
レ
ツ
ド
・
ス
ポ
ツ
ト
﹄﹃
文
芸
の
岐
路

(所
感
)﹄﹃
或
る
男
の
恋
愛
観
﹄﹃
恋
﹄
﹃
直
衛
と
文
子
﹄
︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
彼
女
の

夫
﹄﹃
今
度
の
冬
休
み
﹄
翻
訳
“R
u
le
of
L
ife”
(ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
)
︑
田
中
治
之
助
の
﹃
落
は
く
﹄︑
園
池
公
致
﹃
創
作
に
於
け
る
希
望
﹄
掲

載
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(﹁
麦
﹂
第
五
号
批
評
欄
・
補
④
P
491
～
493
)
(式
場
隆
三
郎
﹃
白
樺
の
人
々
﹄)

12
・
16
(水
)

夜
二
時
十
分
過
ぎ
︑
直
哉
は
﹃
沼
津
の
沙
鴎
に
与
ふ
﹄
を
書
き
終
え
る
︒
正
親
町
公
和
が
自
然
を
愛
す
る
所
か
ら
田
舎
を
讃
美
し
都
会
を

罵
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
も
の
︒﹁
望
野
﹂
第
二
十
一
号
に
正
親
町
公
和
が
書
い
た
﹃
文
芸
大
会
﹄
に
も
言
及
︒
(未
定
稿
55
)

12
・
17
(木
)

直
哉
は
﹃
作
す
る
時
の
目
的
﹄
を
執
筆
︒
作
家
た
ら
ん
と
す
る
者
は
︑
学
説
と
批
評
に
頭
を
下
げ
て
い
て
は
い
け
な
い
︑
自
己
の
欲
求
を

大
胆
に
発
表
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
︒
(未
定
稿
56
)

12
・
18
(金
)

直
哉
は
︑﹁
麦
﹂
第
五
号
に
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
五
号
批
評
欄
)

木
下
利
玄
が
日
記
に
︽
無
車
と
月
見
草
の
合
作
を
や
つ
た
︒
い
つ
か
自
分
の
も
つ
て
居
た
筋
を
か
へ
て
か
い
た
︑
無
車
の
筆
で
大
に
活
き

た
︒
序
も
か
い
た
︒︾
と
記
す
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

12
・
19
(土
)

｢望
野
﹂
第
二
十
二
号
発
行
か
︒

12
・
20
(日
)？
直
哉
は
︑
夏
期
休
暇
時
分
か
ら
の
約
束
で
︑
二
年
ぶ
り
く
ら
い
に
岩
元
禎
を
訪
問
︒
岩
元
は
何
年
経
っ
て
も
変
わ
ら
ず
一
直
線
上
を
コ
ツ

コ
ツ
進
ん
で
い
る
人
で
︑
そ
れ
を
直
哉
に
も
強
い
る
の
で
閉
口
す
る
︒﹁
君
な
ど
は
余
裕
の
あ
る
体
だ
か
ら
三
年
か
か
っ
て
も
四
年
か

か
っ
て
も
い
い
か
ら
大
学
で
し
っ
か
り
美
学
を
研
究
す
べ
し
﹂
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
不
快
を
感
じ
る
︒
(
M
41
・
12
・
24
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

六
三



12
・
22
(火
)

直
哉
は
︑
二
月
末
の
語
学
試
験
の
準
備
の
た
め
︑
湯
河
原
に
行
く
︒
(M
41
・
12
・
24
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
湯
ヶ
原
よ
り
﹄﹁
一
小
田
原
﹂﹁
二
軽
便
鉄
道
﹂
を
執
筆
︒
(﹃
子
供
四
題
﹄﹁
四

軽
便
鉄
道
﹂
草
稿
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
小
説

清
兵
衛

(梗
概
)
﹄
を
執
筆
︒
後
年
の
﹃
真
鶴
﹄
の
も
と
に
な
る
も
の
︒
(
未
定
稿
108
)
＊
明
治
四
十
二
年

作
と
し
た
の
は
直
哉
の
書
き
間
違
い
︒

12
・
23
(水
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
弱
意
の
利
﹄
を
執
筆
︒
岩
元
禎
に
会
っ
て
感
じ
た
︑
意
志
が
強
く
予
定
通
り
に
進
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考

え
る
の
は
よ
く
な
く
︑
自
分
の
中
に
起
こ
っ
て
く
る
新
し
い
要
求
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
思
い
を
述
べ
る
︒
(
未
定
稿
57
)

＊
明
治
四
十
二
年
作
と
し
た
の
は
直
哉
の
書
き
間
違
い
︒

武
者
小
路
実
篤
が
︑
湯
河
原
中
西
屋
の
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
武
者
小
路
実
篤
は
﹁
望
野
﹂
第
二
十
五
号
に
は
三
十
四
枚
の
小
説
を
出
す

と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

12
・
？

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
荒
絹
﹄
を
執
筆
︒
(T
7
・
4
刊
﹃
或
る
朝
﹄)
(﹃
創
作
余
談
﹄)

12
・
24
(木
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
師
弟
の
関
係
﹄
を
執
筆
︒
師
弟
関
係
と
い
う
の
は
︑
あ
る
所
で
解
消
す
る
の
が
自
然
で
︑
親
の
子
に
対
す
る
師

と
し
て
の
関
係
も
同
様
だ
と
す
る
︒
(未
定
稿
58
)

武
者
小
路
実
篤
が
湯
河
原
中
西
屋
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹃
小
田
原
﹄
と
二
十
三
日
に
出
し
た
原
稿
を
受
け
取
っ
た
事
︑﹃
弱
意
の
利
﹄

﹃
荒
絹
﹄
を
一
番
面
白
く
読
ん
だ
︑
語
学
の
勉
強
を
頑
張
れ
︑﹁
望
野
﹂
第
二
十
三
号
に
は
明
日
中
に
何
か
書
く
つ
も
り
︑
第
二
十
五
号
に

正
親
町
公
和
は
﹃
峠
﹄
と
い
う
二
十
五
枚
以
上
の
小
説
を
書
き
た
い
そ
う
だ
︑
木
下
利
玄
は
着
物
を
ぬ
い
だ
も
の
を
書
く
そ
う
だ
︑
な
ど
︒

(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
有
島
生
馬
の
十
一
月
二
十
五
日
投
函
と
十
一
月
三
十
日
の
手
紙
を
湯
河
原
に
持
っ
て
来
て
︑
昨
晩

読
み
返
し
た
︒
有
島
生
馬
と
モ
デ
ル
と
の
関
係
は
少
し
も
不
快
な
感
じ
は
し
な
か
っ
た
︑
自
分
の
よ
う
な
性
分
の
人
間
に
は
モ
メ
ン
タ
リ

ズ
ム
し
か
な
い
︑
岩
下
家
一
が
一
月
八
日
に
横
浜
に
着
く
の
で
朝
早
く
湯
河
原
を
引
き
払
っ
て
会
い
に
行
く
つ
も
り
だ
︑
な
ど
︒
(M
41
・

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
四
)

六
四



12
・
24
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

12
・
25
(金
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
偶
感
﹄
を
執
筆
︒
学
校
は
︑
根
性
を
汚
く
す
る
︑
な
ど
と
述
べ
る
︒
(未
定
稿
59
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
二
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

12
・
26
(土
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
無
車
に
与
ふ
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
60
)
＊
明
治
四
十
二
年
作
と
し
た
の
は
直
哉
の
書
き
間
違
い
︒

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
消
息

(武
車
へ
)
﹄
を
執
筆
︒﹁
望
野
﹂
を
週
刊
で
永
遠
に
続
け
る
と
︑
皆
悪
達
者
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
︑
大

島
に
行
っ
て
い
る
里
見
弴
が
帰
り
に
寄
る
そ
う
で
楽
し
み
だ
︑
な
ど
︒
(
未
定
稿
61
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
直
哉
の
葉
書
と
原
稿
を
受
け
取
っ
た
︑﹁
望
野
﹂
第
二
十
三
号
は
今
日
出
来
る
︑
こ
れ
に
は
直

哉
の
﹃
湯
ケ
原
だ
よ
り
﹄
第
一
を
出
そ
う
か
︑
昼
か
ら
木
下
利
玄
が
来
る
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

﹁
望
野
﹂
第
二
十
三
号
が
完
成
し
︑
武
者
小
路
実
篤
は
木
下
利
玄
と
連
名
で
︑
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹁
望
野
﹂
第
二
十
三
号
は
多
分
二
十

九
日
に
木
下
利
玄
が
湯
河
原
に
持
っ
て
行
く
予
定
︑
こ
の
号
に
は
直
哉
の
﹃
師
弟
の
関
係
﹄
﹃
小
田
原
﹄
を
出
し
た
︑
正
親
町
公
和
の

﹃
志
賀
に
笑
ふ
﹄
も
出
て
い
る
︑
直
哉
の
﹃
偶
感
﹄
が
届
い
た
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

第
二
十
三
号
に
は
︑
武
者
小
路
実
篤
の
﹃
父
﹄
(M
41
・
12
・
26
執
筆
)
を
掲
載
か
︒
翌
年
一
月
十
日
に
︑
二
行
付
け
足
さ
れ
て
い
る
︒

(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
第
一
巻
・
解
題
)

12
・
27
(日
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
直
哉
の
手
紙
を
受
け
取
り
︑﹃
無
車
に
与
ふ
﹄
を
嬉
し
く
読
ん
だ
︑﹃
志
賀
に
答
ふ
﹄
を
﹁
望

野
﹂
第
二
十
四
号
に
出
し
た
い
︑
木
下
利
玄
が
そ
ち
ら
に
行
く
そ
う
だ
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

12
・
28
(月
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
か
ら
︑
前
日
着
い
た
柳
宗
悦
と
連
名
で
︑
図
師
尚
武
に
葉
書
を
書
く
︒
明
日
︑
木
下
利
玄
が
来
る
︑
正
月
に
は
里
見
弴

が
来
る
は
ず
︑
な
ど
︒
(M
41
・
12
・
28
図
師
尚
武
宛
書
簡
)

12
・
29
(火
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
偶
感

第
二
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
89
)
＊
明
治
四
十
二
年
作
と
し
た
の
は
直
哉
の
書
き
間
違
い
︒

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹃
隣
室
の
客
﹄
は
面
白
く
読
ん
だ
が
﹃
荒
絹
﹄
の
方
が
よ
い
︑
こ
の
葉
書
が
着
く
頃
は
木
下
利

志
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哉
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玄
も
湯
河
原
に
い
る
だ
ろ
う
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

12
・
31
(木
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
偶
感

(第
三
)
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
62
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
に
て
﹃
ア﹅

イ﹅

ド﹅

ー﹅

ル﹅

と
し
て
の
芸
術

(所
感
)
(小
説
﹁
破
が
め
﹂
を
見
て
想
ふ
)
﹄
を
執
筆
︒
今
の
所
︑
自
分
の
信
仰
は
何

か
と
聞
か
れ
た
ら
芸
術
で
あ
る
と
答
え
る
の
が
一
番
適
当
︑
嘗
て
キ
リ
ス
ト
を
信
仰
し
た
時
代
が
あ
っ
た
が
︑
今
は
そ
の
信
仰
が
す
っ
か

り
崩
れ
て
し
ま
っ
た
︑
と
述
べ
る
︒
(未
定
稿
63
)

12
・
？

直
哉
は
湯
河
原
で
︑
以
前
有
島
生
馬
か
ら
貰
っ
た
﹃
サ
ロ
メ
﹄
を
読
み
︑
非
常
に
面
白
く
思
う
︒
(M
42
・
1
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

志
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哉
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